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（証券コード 2814）
2022年６月９日

株 主 各 位
愛知県小牧市堀の内四丁目154番地

代 表 取 締 役 社 長 清水 邦雄

第68期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
さて、当社第68期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげ

ます。
なお、書面又は電磁的方法（インターネット）により議決権を行使することができ

ますので、お手数ながら後記の「株主総会参考書類」をご検討いただき、2022年６月
27日（月曜日）午後５時30分までに議決権をご行使くださいますようお願い申しあげ
ます。

敬 具
記

1. 日 時 2022年６月２８日（火曜日）午前10時
2. 場 所 愛知県小牧市新小木二丁目33番地

ルートイングランティア小牧 ３階 ロイヤルホール
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

3. 目 的 事 項
報 告 事 項 第68期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

事業報告の内容及び計算書類の内容の報告の件
決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役７名選任の件
第４号議案 監査役１名選任の件

当社第68期定時株主総会における
新型コロナウイルス感染拡大防止への対応について

新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、株主の皆様の安全を最優先に、書
面又はインターネット、スマート行使による事前の議決権行使をご活用いた
だくことも、ぜひ、お考えいただきますよう、お願い申しあげます。

次ページへ続きます
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当社役員及び当社運営スタッフはマスク着用にて対応させていただきます。
当社ではご出席される株主様に、
・ご出席者同士の距離を開ける
・マスクの着用をお願いする
（お忘れの方には予備のマスクをご用意します。）
・検温を行わせていただくことをお願いする
・受付および会場に消毒液を用意する
・会場の換気を行う
などの対応をさせていただきます。

なお、その他、今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生じた場合
は、インターネット上の当社ウェブサイト(https://www.sato-foods.co.jp）
にてお知らせいたします。

株主総会にご出席の株主様へのお土産のご用意はございません。何卒、ご理
解くださいますよう、お願い申しあげます。

4. 招集にあたっての決定事項
（1）代理人によるご出席の場合は、議決権を行使できる当社の他の株主１名様を

代理人にご指定のうえ、代理権を証明する書面を当社にご提出ください。
（2）各議案について、議決権行使書用紙に賛否の記載がない場合は、賛成の表示

があったものとして取り扱わせていただきます。

5. インターネットによる議決権行使の際の注意点
（インターネットにはスマート行使も含みます。）
（1）インターネットによる方法と郵送による方法の双方で議決権を行使された場

合は、インターネットによる議決権行使を有効とさせていただきます。
（2）インターネットによって複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われ

た議決権行使を有効とさせていただきます。
以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
１．株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正をすべき事情が生じた場合は、インターネット上
の当社ウェブサイト (https://www.sato-foods.co.jp）において、修正後の事項を掲載させてい
ただきます。

２．当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を、会場受付へご提出くださいますよう
お願い申しあげます。
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議決権行使
書

議決権行使書

議決権行使
書

2022年6月27日（月曜日）
午後5時30分到着分まで

2022年6月27日（月曜日）
午後5時30分行使分まで

2022年6月28日（火曜日）
午前10時

2022年6月27日（月曜日）
午後5時30分行使分まで

●書面による議決権行使● ●「スマート行使」によるご行使● ●パソコン等によるご行使●
行使期限行使期限

https://www.web54.net
議決権行使ウェブサイト

株主総会開催日時

議決権行使についてのご案内
株主総会参考書類をご検討いただき、
以下のいずれかの方法により、議決権をご行使くださいますようお願い申しあげます。

●株主総会へ出席●

事前に議決権をご行使いただく場合

当日ご出席される場合

行使期限

同封の議決権行使書用紙に
議案に対する賛否をご表示
いただき、行使期限までに
当社株主名簿管理人に到着
するようご返送ください。

同封の議決権行使書用紙の
右下「スマートフォン用議決
権行使ウェブサイトログイン
QRコード」をスマートフォン
かタブレット端末で読み取り
のうえ、画面の案内に従って
議案に対する賛否をご登録
ください。

にアクセスし、同封の議決権
行使書用紙に記載の議決権
行使コード及びパスワードを
ご利用のうえ、画面の案内に
従って議案に対する賛否を
ご登録ください。

同封の議決権行使書
用紙をご持参いただ
き、会場受付にご提
出ください。

詳細につきましては5頁
をご覧ください。

詳細につきましては4頁
をご覧ください。
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議決権行使書

③

④

●「スマート行使」によるご行使 ●

表示されたURLを開くと
議決権行使ウェブサイト画面が開きます。
議決権行使方法は２つあります。

画面の案内に従って各議案の
賛否をご入力ください。

①スマートフォン用議決権行使ウェブサイトへアクセスする

②議決権行使ウェブサイトを開く

③各議案について個別に
指示する

④全ての会社提案議案に
ついて「賛成」する

※QRコード®は、株式会社
デンソーウェーブの登録商標です。

同封の議決権行使書用紙の右下「スマートフォン用議決権行使ウェブ
サイトログインQRコード」をスマートフォンかタブレット端末で読み
取ります。

確認画面で問題
なければ「この内
容で行使する」
ボタンを押して
行使完了！

一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、再度QRコードを読み取り、同封の議決権行使書
用紙に記載の「議決権行使コード」「パスワード」をご入力いただく必要があります（パソコンから、議決
権行使ウェブサイト https://www.web54.net へ直接アクセスして行使いただくことも可能です）。
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同封の議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」をご入力ください。

③パスワードを入力する
「初期パスワード」を

入力

● パソコン等によるご行使 ●

①議決権行使ウェブサイトへアクセスする

②ログインする

https://www.web54.net

議決権行使コード

ご不明な点につきましては、
以下にお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。
株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
議決権行使に関する
パソコン等の操作方法について 0120-652-031（9:00～21:00）
その他のご照会 0120-782-031（平日9:00～17:00）

※議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際の接続料金及び通信料金等は株主様のご負担となります。
※インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、議決権行使ウェブサイトを
ご利用いただけない場合があります。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

クリック

同封の議決権行使書用紙に記載の「パスワード」を
ご入力ください。

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください
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（添付書類）
事 業 報 告

（2021
2022

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

１．会社の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当事業年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症（以下、「本感染
症」といいます。）の感染が拡大し断続的に緊急事態宣言やまん延防止等重点措置
が発出されたことで、社会経済活動が制限され、厳しい状況となりました。10月
以降は本感染症のワクチン接種の進展や新規感染者数の減少により、一時的に社
会経済活動再開の動きが見られたものの、１月以降は新たな変異株により感染が
急拡大し、その後の新規感染者数が高止まりしていることや、ロシア・ウクライ
ナ情勢の影響により資源価格が高騰するなど、依然として先行き不透明な状況が
続いております。海外経済につきましては、本感染症のワクチン接種の進展など
により社会経済活動が再開され、欧米を中心に景気は緩やかな回復基調となりま
した。一方で、一部の国や地域では本感染症の感染再拡大により社会経済活動を
制限していることや、緊迫するロシア・ウクライナ情勢など、依然として先行き
が不透明な状況が続くものと予想されます。
当食品業界につきましては、本感染症の感染拡大防止のために外出自粛や在宅

勤務が推進されたことで外食需要が落ち込み、内食需要が増加しました。また、
テイクアウトやデリバリーサービスを利用した中食需要が増加するなど、消費者
の購買行動や生活様式が変化、多様化したことで事業環境が大きく変化しました。
当社といたしましては、顧客、取引先及び従業員の安全確保を最優先に、感染
拡大に伴う一時的な操業停止のリスクを避けるため、マスク着用や手洗い消毒、
食事場所や休憩室のエリア分けを行い、社内での感染拡大防止に努めるとともに、
Ｗｅｂ会議システムを活用した、リモートによる展示会やセミナーへの参加など、
国内の感染状況に応じた対策を講じることにより、事業活動を継続してまいりま
した。
このような状況のもと、当社の当事業年度における売上実績は、前事業年度か
ら、天然調味料を中心に緩やかな回復基調で推移しました。
当事業年度における売上高は、茶エキスにつきましては、外出自粛や在宅勤務
推進による外食・オフィス需要の減少が継続した結果、緑茶エキス・ほうじ茶エ
キス等が減少したため、売上高は 2,318百万円となりました。
粉末天然調味料につきましては、家庭内調理需要の継続や外食需要の回復傾向

により、粉末鰹節等が増加したため、売上高は 1,809百万円となりました。
植物エキスにつきましては、洋和菓子・デザート類市場における果実エキス需

要の回復傾向により、野菜エキスが減少したものの、果実エキス等が増加したた
め、売上高は 705百万円となりました。
液体天然調味料につきましては、家庭内調理需要の継続や外食需要の回復傾向
により、鰹節エキス等が増加したため、売上高は 684百万円となりました。
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粉末酒につきましては、製菓用途需要が減少したことにより、ラムタイプ等が
増加したものの、ワインタイプ等が減少したため、売上高は 119百万円となりま
した。
以上の結果、当事業年度における売上高は 5,643百万円となりました。
利益面につきましては、売上原価の減少により営業利益は 782百万円（対前年
同期比 12.1％増）、経常利益は 877百万円（同 10.7％増）となりました。ま
た、法人税等 150百万円（同 69.4％減）を計上したため、当期純利益は 727
百万円（同 148.8％増）となりました。
品目別売上高、構成比などにつきましては、次のとおりとなっております。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）
等を当事業年度の期首から適用しております。品目別の増減につきましては、前
事業年度の売上高に当該会計基準等を適用したと仮定して分析しております。な
お、当該会計基準等の適用が前事業年度の営業利益、経常利益及び当期純利益に
与える影響はありません。

品 目 別 売 上 高
（単位：百万円）

品 目 主 要 製 品
第 67 期

（2020.4.1～2021.3.31）
第 68 期

（2021.4.1～2022.3.31）
金 額 構成比 金 額 構成比

茶 エ キ ス
緑茶、ウーロン茶、
紅茶、ほうじ茶、
麦茶 等

2,996 49.3％ 2,318 41.1％

粉末天然調味料 鰹節、昆布、椎茸、
ソース、酢 等 1,657 27.2％ 1,809 32.1％

植 物 エ キ ス 野菜エキス、果実エ
キス 等 624 10.3％ 705 12.5％

液体天然調味料 鰹節、昆布、椎茸 等 660 10.9％ 684 12.1％

粉 末 酒
ワイン、みりん、
清酒、ブランデー、
ウォッカ 等

136 2.2％ 119 2.1％

そ の 他 試作品 等 6 0.1％ 5 0.1％

合 計 6,081 100.0％ 5,643 100.0％

（注）記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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（2）対処すべき課題
当社といたしましては、特に下記の３点を重要課題として取り組んでおります。
これらの課題を継続して確実にクリアすることにより、経営基盤の強化・安定を
図り、企業価値の向上に努めてまいります。
①安全・安心な製品の提供
食に携わる企業として、より高いレベルで顧客・消費者の皆様に安全・安心な

製品を提供するため、食品安全マネジメントシステム（FSSC22000）を導入し
ているなど、品質保証体制のさらなる強化に努め、品質保証プロセスにおいて、
統合的なＩＴシステムを用いた業務改善に取り組んでまいります。
また、原材料トレースや残留農薬等のポジティブリスト制度対応など、安全性

の確保に必要な品質管理体制の維持・強化にも継続的に取り組んでまいります。
②生産性の向上及び合理化
世界的な食料需要の増加や天候不順による不漁・不作など原材料調達の不確実

性が高まる中、原材料の安定調達やコスト上昇に対処すべく、仕入ルートの拡大
や製法改良などにより、利益を生み出しやすい生産体制作りに取り組んでまいり
ます。また、人手不足による労働力不足や人件費増加に対処すべく、製造設備を
更新し、自動化・省人化を推進してまいります。
③高付加価値製品の開発
開発技術、製造技術及び装置技術を融合することで、事業活動全体で高い付加

価値を生み出し続けることができる体制を構築してまいります。さらに、顧客ニ
ーズを的確に把握し、そのニーズを製品として結実させていく、組織的かつ提案
型の営業活動を行ってまいります。

※新型コロナウイルス感染症への考え方について
従業員の安全確保を最優先に、新型コロナウイルス感染予防対策を継続実施す
るとともに、市場環境の変化に留意しながら業績影響を極小化すべく取り組んで
まいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申しあげます。

（3）設備投資の状況
当事業年度における設備投資の総額は、239百万円であります。その主な内容

は、小容量小袋充填機であります。

（4）資金調達の状況
該当する事項はありません。
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（5）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当する事項はありません。

（6）他の会社の事業の譲受けの状況
該当する事項はありません。

（7）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当する事項はありません。

（8）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当する事項はありません。

（9）財産及び損益の状況の推移
(単位：百万円)

区 分 第 65 期
（2019年３月期）

第 66 期
（2020年３月期）

第 67 期
（2021年３月期）

第 68 期
（2022年３月期）

売 上 高 6,850 6,889 6,081 5,643

経 常 利 益 1,123 1,083 792 877

当 期 純 利 益 727 1,855 292 727

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 116.43円 296.57円 46.74円 117.35円

総 資 産 18,051 19,282 20,051 20,317

純 資 産 16,072 17,784 18,381 18,740

（注）1. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を第68期の期首
から適用しております。この影響により、売上高については当該会計基準等を適用した後の
数値となっております。

2. １株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式数に基づき算出しており
ます。

3. 第65期（2019年３月期）
植物エキス及び粉末酒の増加や、粉末天然調味料の微増により、売上高は増収となりまし
た。損益面では、人件費や燃料コストの上昇により、経常利益は減益となりました。また、
投資有価証券評価損の計上により、727百万円の当期純利益となりました。

4. 第66期（2020年３月期）
植物エキス及び粉末酒の増加や、茶エキスの微増により、売上高は増収となりました。損益
面では、売上原価の増加により、経常利益は減益となりました。また、法人税等調整額の計
上により、1,855百万円の当期純利益となりました。

5. 第67期（2021年３月期）
茶エキス及び植物エキス、天然調味料、粉末酒の減少により、売上高は減収となりました。
損益面では、売上高の減少により、経常利益は減益となりました。また、法人税等調整額の
計上により、292百万円の当期純利益となりました。

6. 第68期（2022年３月期）
当事業年度の状況につきましては、前記「(1)事業の経過及びその成果」に記載のとおりであ
ります。
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（10）重要な親会社及び子会社の状況（2022年３月31日現在）
１．親会社の状況

該当する事項はありません。
２．子会社の状況

該当する事項はありません。
３．事業年度末日における特定完全子会社の状況

該当する事項はありません。

（11）主要な事業内容（2022年３月31日現在）
当社の主な事業内容は、茶エキス、天然調味料、植物エキス及び粉末酒の製造
販売であります。主要製品につきましては、前記品目別売上高に記載のとおりで
あります。

（12）主要な事業所（2022年３月31日現在）
本社及び本社工場 （愛知県小牧市）
第二工場 （愛知県小牧市）
第三工場 （愛知県春日井市）

（13）従業員の状況（2022年３月31日現在）

従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

175名 ３名減 37.5歳 16.1年

（注）上記従業員数には嘱託社員・パートタイム社員（31名）は含んでおりません。

（14）主要な借入先の状況（2022年３月31日現在）

借 入 先 借入金残高

株式会社名古屋銀行 500,000千円

株式会社愛知銀行 100,000千円

株式会社十六銀行 50,000千円
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２．会社の株式に関する事項（2022年３月31日現在）
（1）発行可能株式総数 27,000,000株

（2）発行済株式の総数 4,215,048株（自己株式 5,111,412 株を除く）

（3）株主数 1,155名

（4）大株主の状況

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

横浜冷凍株式会社 579 千株 13.73 ％
ブルドックソース株式会社 390 9.25
光通信株式会社 315 7.48
レイズネクスト株式会社 295 7.01
株式会社名古屋銀行 271 6.44
株式会社愛知銀行 267 6.34
湯原 善衛 226 5.36
佐藤 京子 203 4.83
株式会社十六銀行 200 4.74
湯原 幸子 152 3.60
（注）当社は、自己株式 5,111,412株（2022年3月21日に逝去されました佐藤仁一氏の遺言により

当社が無償で譲受けた株式 2,051,790株を含む）を保有しておりますが、上記大株主から除
いております。また、持株比率は、自己株式を控除し、算出しております。

（5）その他株式に関する重要な事項
該当する事項はありません。
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３．会社の新株予約権等に関する事項（2022年３月31日現在）
（1）当事業年度末日における当社取締役（社外取締役を除く）が有する職務執行の対

価として交付された新株予約権の内容の概要

名称
（発行決議日）

新株予約権の
目的となる
株式の種類
及び数

新株予約権の
割当時の
払込金額

（1株当たり）

新株予約権の
行使時の
払込金額

（1株当たり）

新株予約権の
行使期間

新株予約権の
個数及び
保有者数

第1回新株予約権
（2014年7月18日）

普通株式
3,610株 626円 1円 2014年8月5日から

2044年8月4日まで
361個
2名

第2回新株予約権
（2015年7月17日）

普通株式
4,250株 674円 1円 2015年8月4日から

2045年8月3日まで
425個
3名

第3回新株予約権
（2016年7月22日）

普通株式
5,690株 638円 1円 2016年8月9日から

2046年8月8日まで
569個
3名

第4回新株予約権
（2017年8月25日）

普通株式
4,790株 1,012円 1円 2017年9月12日から

2047年9月11日まで
479個
4名

第5回新株予約権
（2018年7月20日）

普通株式
3,550株 1,316円 1円 2018年8月7日から

2048年8月6日まで
355個
4名

第6回新株予約権
（2019年7月19日）

普通株式
5,280株 1,130円 1円 2019年8月6日から

2049年8月5日まで
528個
4名

第7回新株予約権
（2020年7月22日）

普通株式
4,640株 1,218円 1円 2020年8月7日から

2050年8月6日まで
464個
4名

第8回新株予約権
（2021年7月16日）

普通株式
4,910株 1,168円 1円 2021年8月3日から

2051年8月2日まで
491個
4名

新株予約権の行使の条件
新株予約権を保有する者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日以降、割当てを受けた新株予
約権を行使することができます。

（2）当事業年度中に当社使用人並びに子会社の役員及び使用人に対して職務執行の対
価として交付された新株予約権の内容の概要
該当する事項はありません。
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４．会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等（2022年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長
社 長 執 行 役 員 清 水 邦 雄 全部門統括、内部監査室、ISO推進室、

リスクマネジメント・コンプライアンス 担当
常 務 取 締 役
上 席 執 行 役 員 上 田 正 博 営業部、管理部、技術2部、工務部、製造本部 担当

取 締 役
上 席 執 行 役 員 鈴 木 宗 行 技術1部、品質保証部、生産管理部、業務購買部 担当

取 締 役 相 談 役 長谷川 憲 治 税理士 北斗中央税理士法人相談役

取 締 役 秦 博 文 公認会計士 公認会計士秦博文事務所所長
株式会社バローホールディングス社外取締役

取 締 役 光 田 博 充 光田技術士事務所所長
カンロ株式会社社外取締役

常 勤 監 査 役 垣 見 泰 年

監 査 役 串 田 正 克 弁護士 串田・野口法律事務所パートナー
セブン工業株式会社社外監査役

監 査 役 稲 石 純 二
（注）1. 取締役秦博文氏及び光田博充氏は、社外取締役です。

2. 監査役串田正克氏及び稲石純二氏は、社外監査役です。
3. 当社は、取締役秦博文氏及び光田博充氏、監査役串田正克氏及び稲石純二氏を東京証券取引
所の定める独立役員として届け出ております。

4.（1）監査役垣見泰年氏は、当社の経理部門において経理経験を有しており、財務及び会計に
関する相当程度の知見を有しています。

（2）監査役串田正克氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務や財務及び会計に関する相
当程度の知見を有しています。

（3）監査役稲石純二氏は、金融機関における長年の経験を有しており、財務及び会計に関す
る相当程度の知見を有しています。

5. 当事業年度中の取締役の異動
(1) 2021年6月29日開催の第67期定時株主総会終結の時をもって、川出明史氏は、任期満

了により取締役を退任しております。
(2) 2021年6月29日開催の第67期定時株主総会において、光田博充氏が社外取締役に選任

され就任しております。

（2）責任限定契約の内容の概要
当社は、定款に社外取締役及び社外監査役の責任限定契約に関する規程を設け
ております。当該規程に基づき各社外取締役及び各社外監査役と、会社法第423
条第１項に関する責任について、法令の定める限度額の範囲内でその責任を負担
する責任限定契約を締結しております。
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（3）役員報酬等の内容の決定に関する方針等
当社は、2021年２月26日開催の取締役会において、役員の個人別の報酬等の

内容に係る決定方針を決議しております。
また、取締役会は当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等
の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針と整合している事
を確認し、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
役員の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。
＜報酬の種類＞
当社の役員報酬は、毎月定額にて支給される「基本報酬」と毎年1回付与され

る「株式報酬型ストックオプション」で構成されており、社外取締役と監査役は
「基本報酬」のみの構成となっております。
経営改革の一環として役員報酬体系の見直しを行い、2014年６月27日開催の

定時株主総会において、役員退職慰労金の打ち切り支給及び取締役に対する株式
報酬型ストックオプション制度の導入を決議しております。なお、同株主総会に
おいて、その後重任している役員及び在任中の役員への退職慰労金の支給の時期
は各人の退任時とし、具体的な金額等の決定は、役員退職慰労金制度廃止時点の
当社所定の基準に従い、廃止時点までの在任期間をもとに、取締役については取
締役会に、監査役については監査役の協議により決定することを決議しておりま
す。

＜報酬の限度額＞
取締役の報酬総額は、2018年６月26日開催の定時株主総会において年額

180,000千円以内（うち、社外取締役分15,000千円以内。ただし、使用人兼務
取締役の使用人分給与は含まない。）と決議しております。当該株主総会終結時
点の取締役の員数は、７名（うち、社外取締役は１名）です。
監査役の報酬総額は、2018年６月26日開催の定時株主総会において年額

30,000千円以内と決議しております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は、
３名です。
また、上記とは別枠として株式報酬型ストックオプションに関する報酬限度額

を2014年６月27日開催の定時株主総会において年額16,500千円以内と決議し
ております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、４名（うち、社外取締役
は０名）です。

＜基本報酬＞
取締役の報酬につきましては、会社の業績、各役員の地位や責任範囲などを総

合的に勘案し、株主総会で決議された報酬総額の限度内において、代表取締役社
長が報酬案を策定後、取締役会議案として上程し、独立役員である社外取締役と
社外監査役が出席する取締役会の決議により、決定しております。
監査役の報酬につきましては、株主総会で決議された報酬総額の限度内におい

て、その配分については監査役会で協議のうえ、決定しております。
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＜株式報酬型ストックオプション＞
当社は株価変動のメリットとリスクを株主の皆様と共有し株価上昇及び企業価

値向上への貢献意欲を従来以上に高めることを目的に、1株あたり行使価格1円
のストックオプションを付与しております。算定方法につきましては、広く採用
されているブラック・ショールズ・モデルに基づき割当時点の公正な評価単価を
算出し、株式報酬型ストックオプション規程に基づき割当対象者ごとの新株予約
権の個数を算定し、独立役員である社外取締役と社外監査役が出席する取締役会
の決議により、決定しております。行使時期につきましては、相続の場合を除
き、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日以降としております。

＜報酬の支給割合＞
当社の取締役（社外取締役を除く）の報酬の支給割合につきましては、会社の

業績、各役員の地位や責任範囲などを総合的に勘案して設定しております。

役員区分
役員報酬の構成比

合計
基本報酬 株式報酬型

ストックオプション

取締役 92％ ～ 89％ 8％ ～ 11％

100％社外取締役 100％ 0％

監査役 100％ 0％
（注）この表は役員報酬の年間総額を100％とした場合の報酬割合の変化を示したもので、過去

の支給実績を基に算出しております。

（4）取締役及び監査役の報酬等の額
当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の額

区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 非金銭報酬等

取締役
(うち社外取締役)

82
( 10)

76
( 10)

5
( ー)

7
( 2)

監査役
(うち社外監査役)

17
( 7)

17
( 7)

－
( ー)

3
( 2)

合計
(うち社外役員)

99
( 17)

93
( 17)

5
( ー)

10
( 4)

（注）1. 基本報酬の内容は「（3）役員報酬等の内容の決定に関する方針等」に記載のとおりで
す。

2. 非金銭報酬等の内容は株式報酬型ストックオプションであり、割り当ての際の条件等は
「（3）役員報酬等の内容の決定に関する方針等」に記載のとおりです。また、当事業年
度における交付状況は「３．（1）当事業年度末日における当社取締役（社外取締役を除
く）が有する職務執行の対価として交付された新株予約権の内容の概要」に記載してお
ります。

3. 上記取締役の人数には、2021年6月29日開催の第67期定時株主総会終結の時をもって
退任した取締役1名を含んでおります。
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（5）社外役員に関する事項
１．取締役 秦 博文
ア 重要な兼職先である法人等と当社の関係

公認会計士秦博文事務所の所長及び株式会社バローホールディングスの
社外取締役を兼務しておりますが、兼職先と当社との間に重要な取引その
他の関係はありません。

イ 特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ 当事業年度における主な活動状況
当事業年度中に開催された取締役会に13回中13回出席しております。公
認会計士としての専門的知見から取締役の職務執行に対する監督、助言を
適宜行っております。また、役員報酬の決定に関しても客観的・中立的立
場から監督・助言を行っており、社外取締役に期待される役割を適切に果
たしております。

２．取締役 光田 博充
ア 重要な兼職先である法人等と当社の関係

光田技術士事務所の所長及びカンロ株式会社の社外取締役を兼務してお
りますが、兼職先と当社の間に重要な取引その他の関係はありません。

イ 特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ 当事業年度における主な活動状況
社外取締役就任後に開催された取締役会に10回中10回出席しておりま

す。食品業界の開発・製造分野における豊富な見識を活かした専門的観点
から適宜発言を行っており、社外取締役に期待される役割を適切に果たし
ております。

３．監査役 串田 正克
ア 重要な兼職先である法人等と当社の関係

串田・野口法律事務所のパートナー及びセブン工業株式会社の社外監査
役を兼務しておりますが、兼職先と当社との間に重要な取引その他の関係
はありません。

イ 特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ 当事業年度における主な活動状況
当事業年度中に開催された取締役会に13回中13回出席し、監査役会には
11回中11回出席しております。弁護士としての専門的知見から適宜発言を
行っております。
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４．監査役 稲石 純二
ア 重要な兼職先である法人等と当社の関係

該当事項はありません。
イ 特定関係事業者との関係

該当事項はありません。
ウ 当事業年度における主な活動状況

当事業年度中に開催された取締役会に13回中13回出席し、監査役会には
11回中11回出席しております。金融機関で培われた知見から適宜発言を行
っております。

５．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

EY新日本有限責任監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
公認会計士法第２条第１項の業務についての報酬等の額 20,800千円
当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 20,800千円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業
年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

（3）非監査業務の内容
当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の監査証明業務以外
の業務を委託しておりません。

（4）監査役会が会計監査人の報酬等の額に同意した理由
当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実
務指針」を踏まえ、会計監査人が提出した監査計画の妥当性や適正性等を確認し
検討した結果、会計監査人の報酬等は合理的な水準であると判断し、会社法第
399条第１項の同意を行っております。

（5）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると

判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案
の内容を決定いたします。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認め
られる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この
場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、
会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。
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なお、取締役会が、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要が
あると判断した場合は、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の会議の目的と
することを監査役会に請求し、監査役会はその適否を判断したうえで、株主総会
に提出する議案の内容を決定いたします。

６．会社の体制及び方針
業務の適正性を確保するための体制及び当該体制の運用状況

当社は、「会社法の一部を改正する法律」（平成26年法律第90号）及び「会社法
施行規則等の一部を改正する省令」（平成27年法務省令第６号）が2015年５月１
日に施行されたことに伴い、従来の「内部統制システム構築の基本方針」を、
2015年５月13日開催の取締役会において一部改定いたしました。基本方針は以
下のとおりとなっております。

（1）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制
①取締役会が「取締役会規程」及びその他関係規程に則り、経営上の重要な事項
について決定及び承認を行うとともに、取締役の職務の執行を監督しておりま
す。

②取締役の職務の執行について各監査役が精緻な監査を行っております。
③「内部監査規程」を制定し、代表取締役直轄の内部監査室が、取締役及び従業
員の職務の執行における、法令、定款及び社内規程の遵守状況についての監査
を行っております。

④法令遵守への姿勢を明確にするため「コンプライアンス規程」を制定し、「社員
行動指針」を中心に取締役及び従業員の遵法体制の強化推進を行っております。

⑤「ヘルプライン規程」を制定するとともに、社外及び社内に「相談等受付窓口」
を設置して、不祥事の未然防止体制を強化しております。

⑥社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力に対しては、「反社
会的勢力対応規程」を制定し、警察・顧問弁護士と連携をとり、被害の防止を
含め一切の関係を遮断するための組織体制の確保、向上を図るなど、毅然とし
た姿勢で対応します。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
①取締役の職務執行に係る情報の管理・保存について

取締役会議事録、稟議書等の取締役の職務執行に係る情報につきましては、
当社「文書管理規程」等に則り、管理・保存しております。取締役及び監査役、
会計監査人は、同規程に従い、いつでもこれらの情報を閲覧することができま
す。
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②個人情報の管理について
個人情報の管理については、情報漏洩防止のための行動規範を「社員行動指

針」に盛り込むとともに、全社員のパソコンに情報漏洩防止を目的とした検証
ソフトを組み込み、定期的にチェックを行っております。また、本社組織の入
退室にはセキュリティロックシステムを導入し、情報漏洩防止をはじめとする
セキュリティ体制の強化を図っております。
③データベース化について

情報の不正使用及び漏洩防止をより徹底するため、主としてシステム面から
データベース化を図り、当該文書の存否及び保存状況を迅速に検索できる体制
構築等に向けて取り組んでまいります。

（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①代表取締役を委員長とする「リスクマネジメント・コンプライアンス委員会」
を設置し、当社「コンプライアンス規程」に従って、潜在的なリスクの抽出及
びその発生予防に努め、組織横断的なリスク管理を行います。
②内部監査室が、各業務部門と連携してリスク管理の状況を確認・評価し、その
結果を定期的に取締役会及び監査役会に報告します。
③不測の事態が発生した場合には、損失の拡大防止策や再発予防策の策定など、
必要な対応を審議し、決定します。

（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①取締役は、「役員就業規則」のほか、「役員職務権限規程」に則り、職務の執行
を行います。

②取締役会は、原則月１回開催する定例取締役会、又は必要に応じて開催される
臨時取締役会において、会社法が定める専決事項、その他経営基本方針、中期
経営計画の策定等の重要な事項及び経営方針等に関する意思決定を行うととも
に、各業務部門における決定事項の進捗管理を行い、経営目標の達成を図る体
制を確保します。

③経営と業務執行機能を分離し、経営の効率化と責任の明確化を図るため、執行
役員制度を導入しております。

（5）当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保す
るための体制
現在、当社には親会社及び子会社等は存在しませんが、将来において親会社、
子会社等が存在することとなる場合には、企業集団の業務の適正を確保するため
の体制を確立する所存です。
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（6）監査役の監査についての体制
①監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使
用人に関する事項
監査役会がその職務を補助する従業員を置くことを求めた場合には、当該従
業員を配置するものとし、配置に当たっての具体的な内容（組織、人数、その
他）については、監査役会と相談し、その意見を十分考慮して検討します。
②監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項
ア．監査役の職務を補助すべき従業員の任命・異動については、監査役会の事
前の同意を必要とします。

イ．監査役の職務を補助すべき従業員は、当社の業務執行に関わる役職を兼務
せず、監査役の指揮命令下で職務を遂行し、その評価については監査役会
の意見に従うものとします。

③監査役の職務を補助すべき使用人に対する監査役の指示の実効性に関する事項
「内部統制システムに係る監査の実施基準」を制定し、監査役の職務を補助

すべき従業員が、監査役の指示に従うべきことを明示します。
④取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に
関する体制
ア．取締役及び従業員が監査役からの質問及び情報提供要請に対して速やかに
回答するための体制を整えております。

イ．取締役及び従業員は、下記事項については、必ず監査役に報告することと
なっております。

（ⅰ）当社の内部統制システムの構築に関わる部門の活動状況
（ⅱ）当社の内部監査部門の活動状況
（ⅲ）当社の重要な会計方針、会計基準及びその変更
（ⅳ）業績及び業績見込みの発表内容、重要開示書類の内容
（ⅴ）ヘルプライン制度の運用及び通報の内容
（ⅵ）監査役から要求された契約書類、社内稟議書及び会議議事録の回付
⑤前項の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けな
いことを確保するための体制
ア．「就業規則」や「ヘルプライン規程」等の社内規程において従業員が監査役
に対して情報提供を行ったことを理由として解雇等の不利益な取扱い、報
復措置を行うことを禁止します。

イ．監査役へ報告を行った者が、当該報告をしたことを理由として不利な取扱
いを受けない事を確保し、その旨を当社取締役及び従業員に周知徹底しま
す。
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⑥監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続その他の当該
職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役が、その職務の執行について費用の前払い等の請求をしたときは、当

該請求に係る費用又は債務が当該監査役の職務の執行に必要でないと認める場
合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理します。
⑦その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ア．監査役は、会計監査人及び内部監査室と密接な情報交換及び連携を図ると
ともに、自らも適宜監査を実施しております。

イ．監査役は、代表取締役との定期的な会議を設け、監査役監査の環境整備の
状況、監査上の重要課題についての相互認識を深める体制を構築します。

ウ．監査役は、必要に応じて、監査の実施に当たり弁護士等の専門家との連携
を行うことができるものとします。

（7）財務報告の信頼性を確保するための体制
①当社は、財務報告の信頼性確保及び、金融商品取引法に規定する内部統制報告
書の有効かつ適切な提出のため、代表取締役の指示の下、内部統制システムの
構築を行い、その仕組みが適正に機能することを継続的に評価し必要な是正を
行うとともに、金融商品取引法及びその他関係法令等との適合性を確保します。

②監査役会は、外部会計監査人を適切に選定・評価します。また、外部会計監査
人に求められる独立性・専門性を有しているか確認します。
③取締役会・監査役会は、高品質な監査を可能とする十分な監査時間、会計監査
人と取締役・監査役・内部監査室との連携、会計監査人が不正を発見し適正な
対応を求めた場合の対応体制等を確保します。

（8）業務の適正性を確保するための体制の運用状況の概要
①取締役の職務執行の適正性及び効率性確保に関する取り組み
取締役会では、法令、定款に定められた事項、経営に関する重要な事項を決

定するとともに、取締役が相互に業務執行状況を監視しております。取締役会
には社外監査役も出席し、随時必要な意見表明を行っております。
また、社外取締役を２名選任し、客観的かつ中立的な経営監視機能の強化を

図っております。
②監査役の監査が実効的に行われることに関する取り組み
監査役会では、取締役会の議案の審議をはじめ、経営の妥当性、効率性、コ
ンプライアンス等について幅広く意見交換などを行い、その結果は取締役会な
どで適宜意見表明しております。
また、取締役会を含めた重要な会議への出席や、決裁済稟議書等の重要な書

類の閲覧、代表取締役、会計監査人、内部監査部門との定期的な意見交換会を
実施することにより、監査の実効性の向上を図っております。

2022年05月31日 11時38分 $FOLDER; 21ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 22 ―

③業務の適正性の確保に関する取り組み
内部監査部門である内部監査室は、期初に策定した内部監査計画に基づき、
内部監査を実施し、実施の都度、代表取締役及び監査役へ監査結果の報告を行
っております。

（注）事業報告に記載の金額、株式数、持株比率は表示単位未満は切り捨て、その他の比率の表示桁
未満は四捨五入して表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2022年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部）
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
土 地
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
借 地 権
ソ フ ト ウ エ ア
電 話 加 入 権
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
破 産 更 生 債 権 等
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

11,894,261
9,182,619
120,581
1,119,147
686,690
429,550
307,125
17,430
31,115

8,423,668
4,955,217
1,460,639
56,336
685,387
1,183
43,989

2,558,304
149,377
40,028
8,161
30,634
1,231

3,428,422
3,007,182
1,409,286

1,954
138,410
280,874

△1,409,286

（負債の部）
流 動 負 債
買 掛 金
短 期 借 入 金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
未 払 消 費 税 等
預 り 金
賞 与 引 当 金
そ の 他

固 定 負 債
役員退職慰労引当金
資 産 除 去 債 務

1,507,435
282,909
670,000
208,089
111,912
79,717
26,211
18,451
110,000

143
70,229
14,580
55,649

負 債 合 計 1,577,664
（純資産の部）
株 主 資 本 17,981,914
資 本 金 3,672,275
資 本 剰 余 金 4,439,113
資 本 準 備 金 3,932,375
そ の 他 資 本 剰 余 金 506,738
利 益 剰 余 金 13,277,384
利 益 準 備 金 153,500
そ の 他 利 益 剰 余 金 13,123,884
固定資産圧縮積立金 6,549
別 途 積 立 金 9,660,103
繰 越 利 益 剰 余 金 3,457,231

自 己 株 式 △3,406,859
評価・換算差額等 722,724
その他有価証券評価差額金 722,724
新 株 予 約 権 35,626
純 資 産 合 計 18,740,265

資 産 合 計 20,317,930 負 債 純 資 産 合 計 20,317,930
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損 益 計 算 書

（2021
2022

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 5,643,646
売 上 原 価 4,006,684
売 上 総 利 益 1,636,961
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 854,396
営 業 利 益 782,564
営 業 外 収 益
受 取 利 息 1,056
有 価 証 券 利 息 392
受 取 配 当 金 78,498
そ の 他 19,796 99,743
営 業 外 費 用
支 払 利 息 3,671
貯 蔵 品 処 分 損 1,175
そ の 他 8 4,855
経 常 利 益 877,452
特 別 利 益
受 取 損 害 賠 償 金 3,000 3,000
特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 1,607 1,607
税 引 前 当 期 純 利 益 878,845
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 116,800
法 人 税 等 調 整 額 34,107 150,907
当 期 純 利 益 727,937
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株主資本等変動計算書

（2021
2022

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

(単位：千円)
株 主 資 本

資本金
資 本 剰 余 金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
当 期 首 残 高 3,672,275 3,932,375 508,065 4,440,440
当 期 変 動 額
剰余金の配当 － － － －
当 期 純 利 益 － － － －
固定資産圧縮積立金の取崩 － － － －
別途積立金の積立 － － － －
自己株式の取得 － － － －
自己株式の処分 － － △1,326 △1,326
株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) － － － －

当期変動額合計 － － △1,326 △1,326
当 期 末 残 高 3,672,275 3,932,375 506,738 4,439,113

株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計固定資産

圧縮積立金 別途積立金 繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 153,500 7,927 9,360,103 3,215,815 12,737,347 △3,414,602 17,435,460
当 期 変 動 額
剰余金の配当 － － － △187,900 △187,900 － △187,900
当期純利益 － － － 727,937 727,937 － 727,937
固定資産圧縮積立金の取崩 － △1,378 － 1,378 － － －
別途積立金の積立 － － 300,000 △300,000 － － －
自己株式の取得 － － － － － △174 △174
自己株式の処分 － － － － － 7,916 6,590
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) － － － － － － －

当期変動額合計 － △1,378 300,000 241,416 540,037 7,742 546,453
当 期 末 残 高 153,500 6,549 9,660,103 3,457,231 13,277,384 △3,406,859 17,981,914
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(単位：千円)
評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等

合計
当 期 首 残 高 910,016 910,016 36,474 18,381,951
当 期 変 動 額
剰余金の配当 － － － △187,900
当 期 純 利 益 － － － 727,937
固定資産圧縮積立金の取崩 － － － －
別途積立金の積立 － － － －
自己株式の取得 － － － △174
自己株式の処分 － － － 6,590
株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) △187,291 △187,291 △848 △188,139

当期変動額合計 △187,291 △187,291 △848 358,313
当 期 末 残 高 722,724 722,724 35,626 18,740,265
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個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券……償却原価法（定額法）
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの……決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しておりま
す。）

市場価格のない株式等……移動平均法に基づく原価法
（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品、仕掛品及び原材料……総平均法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方
法）

貯 蔵 品……最終仕入原価法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切り下げ
の方法）

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有 形 固 定 資 産

( リ ー ス 資 産 を 除 く )
……定率法

ただし、機械及び装置および1998年４月１日以降に取得した建
物（建物附属設備を除く）、並びに2016年４月１日以降に取得した
建物附属設備および構築物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。
建物３年～38年
機械及び装置４年～10年
工具器具及び備品２年～20年

（2）無 形 固 定 資 産
( リ ー ス 資 産 を 除 く )

……定額法
なお、自社利用分のソフトウエアについては、社内における利用

可能期間（５年）に基づいております。

３．引当金の計上基準
（1）貸 倒 引 当 金……債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討
し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞 与 引 当 金……従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基
づき当事業年度に見合う分を計上しております。

（3）役 員 退 職 慰 労 引 当 金……役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づ
き、2014年６月27日（第60期定時株主総会）までの在任期間に対
する将来の見込額を計上しております。
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４．収益及び費用の計上基準
当社は、茶エキス、天然調味料、植物エキス及び粉末酒の製造、販売を行っております。当社製品

の販売における履行義務の充足時点につきましては、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第
29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客
に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することと
しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適
用し、製品の国内の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通
常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。また、一部の得意先から原材料を仕
入、加工を行った上で加工費を仕入価格に上乗せして加工品を当該得意先に対して販売する取引（以
下「有償支給取引」という。）について、有償支給取引に係る売上高と原材料仕入高とを相殺し、売
上高に純額表示しております。

（会計方針の変更に関する注記）
収益認識基準の適用
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基
準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した
時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしておりま
す。これにより、得意先から原材料を仕入、加工を行った上で加工費等を仕入価格に上乗せして加工
品を当該得意先に対して販売する取引（以下「有償支給取引」という。）について、従来は有償支給
取引に係る売上高と原材料仕入高（財務諸表上は「売上原価」に含まれます。）を総額表示しており
ましたが、当事業年度より、有償支給取引に係る売上高と原材料仕入高とを相殺し、売上高に純額表
示しております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱
いに従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、
当事業年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。た
だし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当事業年度の期首より前までに従前の取扱い
に従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。
この結果、当事業年度の売上高及び売上原価が 492百万円減少しておりますが、営業利益、経常
利益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響
はありません。

時価の算定に関する会計基準等の適用
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基
準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する
会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、
時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。な
お、計算書類に与える影響はありません。また、「金融商品に関する注記」において、金融商品の時
価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項の注記を行っております。
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（会計上の見積りに関する注記）
繰延税金資産
当年度の計算書類に計上した金額 138,410千円
新型コロナウイルス感染症（以下、「本感染症」といいます。）の新たな変異株による感染再拡大
が懸念されるなど、未だ本感染症の収束時期が見通せない中、為替の変動やロシア・ウクライナ情
勢の影響による資源価格や原材料費等の高騰など、先行き不透明な状況が続くものと予想されるこ
とから、2023年３月期以降も本感染症や資源価格や原材料費高騰の影響が当面の間継続するとの
仮定のもと、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

（貸借対照表に関する注記）
有形固定資産の減価償却累計額 10,553,290千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
１．事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式(株) 9,326,460 ― ― 9,326,460

２．事業年度の末日における自己株式の種類及び総数
株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 3,066,622 2,051,900 7,110 5,111,412
（変動事由の概要）
１．2022年３月21日に逝去されました佐藤仁一氏の遺言により当社が無償で譲受けた2,051,790株

及び単元未満株式の買取により110株増加しております。
２．ストックオプション権利行使により7,110株減少しております。

３．剰余金の配当に関する事項
（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2021年6月29日
定時株主総会 普通株式 93,897 15.00 2021年3月31日 2021年6月30日

2021年11月5日
取締役会 普通株式 94,002 15.00 2021年9月30日 2021年12月3日

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の
原資

配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2022年6月28日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 84,300 20.00 2022年3月31日 2022年6月29日
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４．当事業年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的となる株
式の種類及び数
普通株式 36,720株

（税効果会計に関する注記）
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未払事業税等 11,815千円
賞与引当金 33,660千円
税務上の繰越欠損金 569,935千円
貸倒引当金 431,241千円
役員退職慰労引当金 4,461千円
減損損失 5,436千円
投資有価証券評価損 49,087千円
資産除去債務 17,028千円
新株予約権 10,901千円
その他 6,795千円
繰延税金資産小計 1,140,364千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △183,923千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △516,506千円
評価性引当額小計 △700,429千円
繰延税金資産合計 439,935千円

繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 2,887千円
その他有価証券評価差額金 298,637千円
繰延税金負債合計 301,525千円
繰延税金資産の純額 138,410千円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 30.6％
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.2％
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.5％
住民税均等割等 0.5％
評価性引当額の増減 △10.5％
所得税額控除 △1.3％
その他 △2.9％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 16.1％

2022年05月31日 11時38分 $FOLDER; 30ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 31 ―

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社は、必要な資金調達については、銀行等金融機関からの借入れにより調達しております。資金
運用については、大半を短期的な預金で運用しております。また、一部の余裕資金の効率的な運用を
図ることを目的に有価証券運用規程・基準に則り公社債等の運用を行っておりますが、決して投機的
な取引は行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金の回収についてのリスクとしては、顧客の信用リスクが考えら
れます。当該リスクに関しては、当社の販売管理規程及び与信規程に沿ってリスク低減を図っており
ます。また、投資有価証券は主として取引先の株式であり、これについてのリスクとしては、市場価
格の変動リスクが考えられます。上場株式については毎月把握された時価が取締役会に報告されてお
ります。
営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが４ヶ月以内の支払期日であります。借入金
は、主に営業取引に係る資金調達を目的としたものであり、これに関するリスクとしては、金利の変
動リスクが考えられますが、基本的にリスクの低い短期のものに限定しております。また、担当部署
において適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを
管理しております。

２．金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません。（（注１）をご参照ください）
また、現金は注記を省略しており、預金、受取手形及び売掛金、買掛金、短期借入金は短期間で決
済されるため時価が帳簿価格に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）
貸借対照表計上額 時価 差額

投資有価証券
①満期保有目的の債券 100,562 100,004 △558
②その他有価証券 2,806,806 2,806,806 ―

資産計 2,907,369 2,906,810 △558
（注１）市場価格のない株式等

（単位：千円）
区分 貸借対照表計上額

非上場株式 99,813
上記については、「投資有価証券」には含まれておりません。
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（注２）金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
５年内 ５年超

投資有価証券
満期保有目的の債券（社債） ― ― 100,000

合計 ― ― 100,000

３．金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つ
のレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定し

た時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算

定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが
それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しており
ます。

（1）時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産
（単位：千円）

時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
その他有価証券 2,806,806 ― ― 2,806,806

資産計 2,806,806 ― ― 2,806,806

（2）時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産
（単位：千円）

時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
満期保有目的の債券 ― 100,004 ― 100,004

資産計 ― 100,004 ― 100,004
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（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
その他有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているた

め、その時価をレベル１の時価に分類しております。

満期保有目的の債券
当社が保有している社債は、取引証券会社から提示された価格を用いて評価しております。
市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレ
ベル２の時価に分類しております。

（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
区分 金額

茶エキス 2,318,461
粉末天然調味料 1,809,063
植物エキス 705,996
液体天然調味料 684,381
粉末酒 119,983
その他 5,759

顧客との契約から生じる収益 5,643,646
一時点で移転される財 5,643,646
一定の期間にわたり移転される財 ―

顧客との契約から生じる収益 5,643,646

２．収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は「（重要な会計方針に係る事項に関する注記）４．収益及
び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）顧客との契約から生じた債権の残高

（単位：千円）
金額

顧客との契約から生じた債権
受取手形及び売掛金 1,239,729

（2）残存履行義務に配分した取引価格
当社では、当初に予定される顧客との契約期間が１年以内であるため、残存履行義務に配分した取
引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。
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（関連当事者との取引に関する注記）

種 類
会社等の
名称又は
氏名

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高

主要株主 佐藤仁一 当社元会長
被所有
直接
32.78

― 自己株式の
無償取得 ― ― ―

（注）2022年３月21日に逝去されました佐藤仁一氏の遺言により当社株式 2,051,790株を無償で
譲受けたものであります。

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 4,437円59銭
２．１株当たり当期純利益 117円35銭
３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益 116円66銭
（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の

基礎
１株当たり当期純利益
当期純利益 727,937千円
普通株主に帰属しない金額 ―千円
普通株式に係る当期純利益 727,937千円
普通株式の期中平均株式数 6,203千株
潜在株式調整後１株当たり当期純利益
普通株式増加数 36千株

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

記載金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

2022年５月20日
佐藤食品工業株式会社
取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人
名古屋事務所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 水野 大
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 松岡和雄

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、佐藤食品工業株式会社の2021年
４月１日から2022年３月31日までの第68期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」とい
う。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容
を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロ
セスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監
査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの
兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書
類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場
から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可
能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見
込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク
に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意
見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に
基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。
・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程
で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい
るその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規
定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要
因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

当監査役会は、2021年４月１日から2022年３月31日までの第68期事業年度の取締役の職務の

執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下

のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従

い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要

な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保する

ために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に

関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システ

ム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告

を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証

するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて

説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保す

るための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基

準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必

要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書並びに計算書類（貸借対

照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いた

しました。
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2. 監査の結果

（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも

のと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認

められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部

統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべ

き事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査の結果

会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2022年５月27日

佐藤食品工業株式会社 監査役会

常 勤 監 査 役 垣 見 泰 年 ㊞
社 外 監 査 役 串 田 正 克 ㊞
社 外 監 査 役 稲 石 純 二 ㊞

以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件
当社は、株主の皆様への積極的な利益還元を経営の最重要政策のひとつと認識し
ており、業績の見通し、財政状況、配当性向及び純資産配当率等を総合的に勘案し
て配当を実施することを基本方針としております。また、内部留保資金につきまし
ては、財務体質の強化及び将来にわたる安定した株主利益確保のため、事業の拡
大・合理化投資及び厳しい経営環境に勝ち残るための新技術の開発やさらなる品質
向上のために有効活用していきたいと考えております。この基本方針に基づき、剰
余金の処分につきましては、次のとおりとさせていただきたいと存じます。
１．期末配当に関する事項
第68期の期末配当につきましては、１株につき20円とさせていただきたいと存じ

ます。中間配当金として１株につき15円をお支払いしておりますので、年間配当金
は１株につき35円となります。
（１） 配当財産の種類

金銭といたします。
（２） 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき20円とし、配当総額は 84,300,960円となり
ます。

（３） 剰余金の配当が効力を生じる日
2022年６月29日

２．その他の剰余金の処分に関する事項
（１） 増加する剰余金の項目及びその額

別途積立金 300,000,000円
（２） 減少する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金 300,000,000円
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第２号議案 定款一部変更の件
１．提案の理由
「会社法の一部を改正する法律」(令和元年法律第70号)附則第1条ただし書きに

規定する株主総会資料の電子提供制度の施行日が2022年9月1日とされたことに伴
い、株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨および書
面交付請求をした株主に交付する書面に記載する事項の範囲を限定することができ
る旨の規定を設けるものであります。
また、現行の株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供の規定は不

要となるため、これを削除するとともに、これらの変更に伴う効力発生日等に関す
る附則を設けるものであります。

２．変更の内容
変更の内容は、次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）

現 行 定 款 変 更 案

（株主総会参考書類等のインターネット開
示とみなし提供）
第17条 当会社は、株主総会の招集に際し、

株主総会参考書類、事業報告、計
算書類に記載又は表示をすべき事
項に係る情報を、法務省令に定め
るところに従いインターネットを
利用する方法で開示することによ
り、株主に対して提供したものと
みなすことができる。

（削除）

(新設） （電子提供措置等）
第17条 当会社は、株主総会の招集に際し、

株主総会参考書類等の内容である
情報について、電子提供措置をと
るものとする。

② 当会社は、電子提供措置をとる事
項のうち法務省令で定めるものの
全部又は一部について、議決権の
基準日までに書面交付請求した株
主に対して交付する書面に記載し
ないことができる。
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現 行 定 款 変 更 案

（新設） （附則）
１. 変更前定款第17 条（株主総会参考

書類等のインターネット開示とみ
なし提供）の削除及び変更後定款
第17 条（電子提供措置等）の新設
は、2022 年9 月1 日から効力を
生ずるものとする。

２. 前項の規定にかかわらず、2023
年2 月末日までの日を株主総会の
日とする株主総会については、変
更前定款第17 条（株主総会参考書
類等のインターネット開示とみな
し提供）はなお効力を有する。

３. 本附則は、2023 年3 月1 日又は
前項の株主総会の日から３か月を
経過した日のいずれか遅い日後に
これを削除する。
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第３号議案 取締役７名選任の件
取締役６名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、
企業価値の更なる向上を図るため取締役を１名増員し、取締役７名の選任をお願い
するものです。
取締役候補者は次のとおりです。

候補者
番号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

1

再任

し み ず く に お
清 水 邦 雄

（1948年９月28日生）

1971年４月 株式会社三興製作所（現 レイズネク
スト株式会社）入社

1994年７月 同社経営企画本部企画部長
2000年10月 新興プランテック株式会社（現 レイ

ズネクスト株式会社）企画部長
2005年６月 同社取締役
2009年６月 同社代表取締役副社長
2014年６月 同社相談役
2015年６月 当社社外取締役
2017年６月 当社代表取締役専務
2019年６月 当社代表取締役社長（現任）
現在の担当 全部門統括、内部監査室、ISO推進

室、リスクマネジメント・コンプライ
アンス 担当

12,900株

【取締役候補者とした理由】
清水邦雄氏は、代表取締役社長として、当社の経営を担っており、長期ビジョンや中期経営

計画に基づき事業を牽引しております。また、プラントエンジニアリング会社での経営企画や
経営全般に豊富な経験を有していることを踏まえ、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値
向上の実現のために、適切な人材として、引き続き取締役として選任をお願いするものです。

2

再任

う え だ まさひろ
上 田 正 博

（1970年６月15日生）

2006年10月 当社入社
2007年３月 当社管理部電算課長
2007年９月 当社管理部長兼経理課長兼電算課長
2009年６月 当社執行役員管理部長兼経理課長
2012年４月 当社執行役員管理部長兼営業部次長
2015年６月 当社取締役管理部長
2017年６月 当社取締役
2019年６月 当社常務取締役（現任）
現在の担当 営業部、管理部、技術2部、工務部、

製造本部 担当

2,500株

【取締役候補者とした理由】
上田正博氏は、常務取締役として当社の経営を担っており、営業部・管理部・技術２部、工

務部、製造本部を統括し、各部門の構造改革と生産性向上を推進しております。管理部門での
業務を中核に、管理部長・営業部次長の経験を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な
企業価値向上の実現のために、適切な人材として、引き続き取締役として選任をお願いするも
のです。

2022年05月31日 11時38分 $FOLDER; 42ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 43 ―

候補者
番号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

3

再任

す ず き むねゆき
鈴 木 宗 行

（1964年１月18日生）

1986年４月 当社入社
1998年４月 当社製造部第三課長
2000年４月 当社生産技術部品質保証課長
2002年10月 当社技術部研究開発課第二課長
2004年３月 当社技術部次長
2005年４月 当社技術部長
2006年６月 当社取締役兼執行役員技術部長
2008年１月 当社取締役兼執行役員品質保証部長兼

生産部長
2009年６月 当社代表取締役社長
2010年２月 当社代表取締役社長兼工務本部長
2010年７月 当社代表取締役社長兼技術開発本部長
2012年４月 当社代表取締役社長兼営業部長
2012年６月 当社取締役兼執行役員営業部長
2014年６月 当社取締役営業部長
2016年６月 当社取締役（現任）

現在の担当 技術1部、品質保証部、生産管理部、
業務購買部 担当

2,300株

【取締役候補者とした理由】
鈴木宗行氏は、製造部門や研究開発部門、品質保証部門の管理職を歴任し、現在は技術１

部、品質保証部、生産管理部、業務購買部を統括し、新商品開発の推進や品質管理体制の強
化、生産計画の最適化などを行っております。製造、開発、営業等の幅広い経験と見識を有し
ており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値向上のために適切な人材として、引き続き
取締役として選任をお願いするものです。

4

新任

お お つ し ん じ
大 津 新 司
（1976年１月16日生）

2000年４月 当社入社
2008年１月 当社技術部グループリーダー
2009年２月 当社生産本部生産管理課長
2018年６月 当社営業部次長兼営業２課長
2019年７月 当社生産管理本部生産管理部長兼生産

管理課長
2020年６月 当社執行役員生産管理部長兼生産管理

課長
2021年６月 当社執行役員品質保証部長兼生産管理

部長兼生産管理課長（現任）

0株

【取締役候補者とした理由】
大津新司氏は、入社以来、主に研究開発部門に従事し、生産管理部長や品質保証部長を務め

るなど、当社の技術開発や品質保証、生産計画に関する幅広い見識を有しております。現在は
執行役員として生産管理部門および品質保証部門において生産計画の最適化や品質管理体制の
強化に従事しております。当該知見をもとにした提言や意見表明が、当社の企業価値向上に資
することを期待し、取締役として選任をお願いするものであります。

2022年05月31日 11時38分 $FOLDER; 43ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 44 ―

候補者
番号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

5

再任

はせがわ け ん じ
長谷川 憲 治

（1943年１月３日生）

1972年８月 税理士事務所開設
1993年１月 当社顧問税理士
2000年６月 当社監査役
2009年６月 当社常勤監査役
2010年10月 北斗中央税理士法人相談役（現任）
2011年６月 当社取締役
2012年６月 当社常務取締役
2013年10月 当社代表取締役専務
2017年６月 当社取締役相談役
2018年６月 当社取締役
2019年６月 当社取締役相談役（現任）

5,700株

【取締役候補者とした理由】
長谷川憲治氏は、監査役、代表取締役を歴任し、企業経営における幅広い経験と知見を有し

ております。また、税理士としての社内外での豊富な経験と見識も有しており、当社の持続的
な成長と中長期的な企業価値向上のために適切な人材として、引き続き取締役として選任をお
願いするものです。

6

再任

は た ひろふみ
秦 博 文

（1951年12月16日生）

社外 独立役員

1979年10月 監査法人八木・浅野事務所（現 EY新
日本有限責任監査法人）入所

1999年５月 太田昭和監査法人（現 EY新日本有限
責任監査法人）代表社員

2007年７月 日本公認会計士協会理事
2014年６月 新日本有限責任監査法人（現 EY新日

本有限責任監査法人）退所
2014年７月 公認会計士秦博文事務所所長（現任）
2015年６月 株式会社バローホールディングス社外

取締役（現任）
2015年６月 当社社外監査役
2017年６月 当社社外取締役（現任）

0株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割】
秦博文氏を社外取締役候補者とした理由は、社外役員以外の方法で会社経営に関与した経験

はありませんが、公認会計士として豊富な経験や見識を有しており、引き続き当該見識を活か
した専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待したためで
す。また、同氏が選任された場合は、経営陣から独立した客観的かつ中立的な立場で当社の役
員候補者の選定や役員報酬等の決定について関与いただく予定です。
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候補者
番号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

7

再任

み つ だ ひろみち
光 田 博 充

（1951年３月31日生）

社外 独立役員

1974年４月 朝日麦酒株式会社 入社
1989年７月 アサヒ飲料株式会社 飲料研究所所長
2000年４月 同社明石工場長
2006年３月 同社取締役研究開発本部長
2009年３月 同社専務取締役
2013年４月 光田技術士事務所所長(現任）
2016年３月 カンロ株式会社社外取締役(現任)
2021年６月 当社社外取締役（現任）

0株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割】
光田博充氏を社外取締役候補者とした理由は、食品業界の開発・製造分野における豊富な経

験や見識、食品会社での役員経験を有しており、引き続き当該見識を活かした専門的な観点か
ら取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくことを期待したためです。また、同氏が選
任された場合は、経営陣から独立した客観的かつ中立的な立場で当社の役員候補者の選定や役
員報酬等の決定について関与いただく予定です。

（注）1. 各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
2. 秦博文氏及び光田博充氏は、社外取締役候補者です。
3. 当社は、秦博文氏及び光田博充氏を東京証券取引所の定める独立役員として届け出ており
ます。

4. 秦博文氏は、当社の社外取締役であり、社外取締役としての在任期間は本総会終結の時を
もって５年となります。
また、同氏は過去に当社の社外監査役でありました。

5. 光田博充氏は当社の社外取締役であり、社外取締役としての在任期間は本総会終結の時を
もって１年となります。

6. 社外取締役との責任限定契約について
当社は、秦博文氏及び光田博充氏との間で、会社法第423条第１項に関する責任について、
法令の定める限度額の範囲内でその責任を負担する責任限定契約を締結しております。両
氏が社外取締役に再任された場合には、両氏との間で当該契約を継続する予定です。
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＜ご参考＞
取締役候補者の有する主な知見や経験

候補者
番号 氏 名 当社における

地位 企業経営 技術・
研究開発

営業・
マーケティング

製造・
品質管理 財務・会計 法務・

リスクマネジメント

1 清水邦雄 取締役 〇 〇 〇

2 上田正博 取締役 〇 〇 〇

3 鈴木宗行 取締役 〇 〇 〇

4 大津新司 取締役 〇 〇

5 長谷川憲治 取締役 〇 〇

6 秦博文 社外取締役
(独立役員) 〇 〇 〇

7 光田博充 社外取締役
(独立役員) 〇 〇 〇 〇

（注）上記の一覧表は各氏の経験などを踏まえ、より専門的な知見を有する分野を表しており、有す
るすべての知見を表すものではありません。
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第４号議案 監査役１名選任の件
監査役垣見泰年氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役
１名の選任をお願いするものです。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は次のとおりです。
氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び重要な兼職の状況 所有する

当社株式数

再任

か き み やすとし
垣 見 泰 年

（1956年12月21日生）

1979年４月 当社入社
1998年４月 当社総務部総務課長
1998年11月 当社管理部管理課長
1999年５月 当社管理部経理課長
2001年１月 当社業務部業務課長
2002年４月 当社生産本部生産管理課長
2003年９月 当社総務部総務課長
2003年10月 当社管理部経理課長
2004年10月 当社管理部次長兼管理部経理課長
2010年２月 当社管理部経理課長
2014年４月 当社管理部経理課参事補
2014年６月 当社常勤監査役（現任）

1,900株

【監査役候補者とした理由】
垣見泰年氏は、当社入社後、管理部門にて経理課長を務め、当社管理部門の豊富な経験と幅広い

見識を有しております。当該知見をもとにした監査役としての提言や意見表明が、当社の監査体制
の強化に資することを期待し、引き続き監査役として選任をお願いするものであります。

（注）監査役候補者垣見泰年氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

以 上
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株主総会会場ご案内図

会場…愛知県小牧市新小木二丁目33番地
ルートイングランティア小牧
３階 ロイヤルホール
電話 0568―71―0011

交通案内
■名神高速道路「小牧」I.C.よりお車で約６分。
■名鉄犬山線「岩倉駅」下車
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口」バス停下車 徒歩10分

・タクシー約10分
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